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石炭灰等の有効利用

騒音・振動対策

ボイラ、タービン、送風ファンなど騒音・振動を
発生させる設備は、建屋内への収納を行い、その
発生防止に努めています。また、屋外設備につい
ても、必要に応じて防音カバー、防音壁などを設
置しています。騒音・振動の大きさは、敷地境界
で定期的に測定し、基準値以下であることを確認
しています。

粉じん対策
石炭や石炭灰の取り扱い時に粉じんが飛散しない
よう、密閉式のコンベヤや貯蔵サイロを設置した
り、地形や気象条件などの状況に応じて、遮風・
散水などの対策を行っています。また、石炭灰の
埋立処分場では、表面を覆土するなど適切に処理
しています。

温排水管理
発電に利用した蒸気を冷却するため海水を取
水・放水しています。取水・放水では周辺海域
の海生生物等への影響が小さくなるよう、温排
水の温度を常時監視し、環境保全協定で定める
基準値以下であることを確認しています。

悪臭防止
排煙脱硝装置などでは、アンモニアを使用する
ため、日常巡視点検などによりアンモニア使用
装置や受入貯蔵設備からの漏洩防止に留意して
います。また、悪臭の強さは敷地境界で定期的
に測定し、基準値以下であることを確認してい
ます。

大気汚染防止
石炭等燃料の燃焼に伴い発生する窒素酸化物
(NOx)や硫黄酸化物(SOx)、ばいじんを除去する

ために、燃焼方法を改善したり、排煙脱硫装置
や排煙脱硝装置、電気集じん器の排ガス浄化装
置の適切な運転管理により、高い効率での排出
抑制を行っています。これらの装置に、排煙の
状況を連続監視できる測定装置が設置され、自
動制御で運転されています。

水質汚濁防止
排煙脱硫装置から排出される排水や事務所排水
などは、総合排水処理装置において、凝集・沈
殿・ろ過等を行うことにより適切に処理してい
ます。処理後の水は、自動測定装置による常時
監視および定期的な分析により、水質汚濁防止
法や環境保全協定の基準値以内であることを確
認しています。

工業用水節減
ボイラ用水・冷却用水・湿式脱硫装置等に工業
用水を使用し、排水等は可能な範囲で回収、再
利用を行い、工業用水の使用量節減を図ってい
ます。

土壌汚染防止
J-POWERグループ国内全施設を土壌汚染調査し、

土壌・地下水汚染のないことを確認しました。
今後も土壌汚染を発生させることのないよう努
めています。

漏油防止
発電所構内における燃料油、潤滑油などの漏洩
拡散を防止するため、発電所構内に吸着材を常
備するほか様々な対策を実施しています。

*「温排水」とは、発電に利用した蒸気を間接的に

冷却し、水に戻すため、温度が上昇した海水です。
わが国のほとんどの火力発電所では、同様に海水が
利用されています。

環境負荷への対策
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石炭灰等の有効利用
石炭灰には、ボイラに付着し落下するクリンカ
灰と電気集じん器で回収されるフライアッシュ
があります。それらの灰は、セメントの原料や
混和材、肥料などに有効利用されています。

また、排煙脱硫装置では、排ガス中の硫黄酸化
物と炭酸カルシウムが反応し、石こうが発生し
ます。石こうは、建材としてほぼ全量売却して
います。
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